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以下の記述のうち、正しいのはどれか。2つ選べ。なお、測定中のペニシリン濃

度の低下は無視できるものとする。

1　b︲ラクタマーゼは、酸化還元酵素である。

2　反応液中の b︲ラクタマーゼを ₂ ng にしても、単位時間あたりの反応生成物量

は変わらない。

3　この酵素の Vmaxの値は ₀.₀₆₇ nmol/mL・min（有効数字 ₂桁）である。

4　この反応系に競合阻害薬を加えて実験した場合、見かけ上の Kmは ₅.₀ nmol/L

より大きくなる。

5　この反応系に非競合阻害薬を加えて実験した場合、図 ₂の回帰直線の傾きは小

さくなる。
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